
‐００
回
定
期

へ
の
メ
ツ
セ
‥
ジ

特
集
●
座
議
会
日
の
定
期
を

●
観
世
栄
夫

‡

武
谷
二
男



＝
本
音
４
焦
回
の
定
期
演
＾
会
が
百
回
Ｒ
●
迎
え
た
　
０
回
分
の
，
レ
■
―
卜
の
山
Ｈ
ゃ
出
格
子

を
し
●
〓
見
直
十
だ
Ｏ
ｆ
　
私
に
は
即
動
す
る
ド
ラ
マ
が
に

っ
て
く
る
　
■
７
●
さ
れ
な
が
っ
た
訂

分
も
多
い
が
　
「
折
な
方
々
な
；
ご
既
存
の
記
継
か
〓
ｒ
●
イ
ー
楽
ｔ
●
推
理
を
眈
”
す
こ
と
が
で

０
１
，
，

一
“
楽

に
青
春
を
導
入
し
　
ヴ
ィ
ブ
ィ
ド
な
祥
燎
を
躍
動
さ
せ
　
日
本
”
占
典

‘
～

ま
た
年
来

に

も
な

い
青
さ
を
持

っ
た
二
―
世
紀

の
新
興
に
よ

っ
て
　
内
訃
め
沢
山
め
，
一
ン
を
性
伴
す
る
の
だ
ｏ

と
い
う
地
負
の
何
劇

か
を
果
Ｌ
各
た
こ
と
は
　
日
本
昔
楽
東
団
同
員
●
で
っ
Ｆ
び
で
あ

っ
た
は
ず
だ

ｉ
期
公
■

の
ら
な
０
す
　
海
外
て

の
百
六
卜
回
の
公
議
を
制

・
■
，
イー
棄
ｔ
ｉ
こ
，
・
Ｆ
販
し
か

っ
た

●
れ
〓
０
　
私
た
ち
の
Ｕ
は
十

●
緯

い
て
い
た
に
４

一
〓

´

彙
西
＋
和
の
り
な
る
印

●
を
響
い
せ
た

＾
急

の
曲
〉
●
Ｉ
●
〓
　
　
午
前

に
ゲ
ヴ
，
ツ
ト

＾
ウ

ス

■
弦
辛
団
と
の
共
汽
だ
，
で
も
十
回
Ⅱ
に
な

０
た
　
加
え
´
＾
●

´
´
キ
　
フ
ィ
ル
　
そ
せ
て
ツ
撻

′
う
ン
ス
‥
一
い
っ
た
断
１

●
地
を
剣

っ
た
あ
‥
　
葉
●
■
●
　
Ｉ
■

●
●
機
を
本
“
て
■
は
冬
眠

〓
べ
っ
た
　
，
べ
う
や
パ
，
工
り
た
め
に
薔
勧
体
し
こ

●
ｔ
一

”
ヽ
ユ
態
■
粒

●
■
い
る
が
　
邦
来

´
■
ル
離
を
置

■
て
客
観
的

に
見
る
時
間
は
持

っ
こ

●
ギ
て
，
＾

今
　
確
か
に
も
し
る
こ
ヽ
・は
　
二
十
象
午
前
‥
比
ヽ
‘
、
業
半
の
冬
者
が
半
「
的

に
■
前
を
向
Ｌ

さ
せ
た
こ
と
‘
あ
る
う
″
　
ｔ
う

一
つ
大
き
な
変
化
〓
　
十
十
〓
　
ｉ
ｔ
く
な

一
た
ち
ｔ

ぃ
こ
ι
だ

そ
し
て
午
て
，
払
枚
状
態

に
な
，
　
各
自
の
中

●
切
■
る

一
■

●
一
が
な
く
な

一
た
よ
う
だ
　
間
断

■

一
イ
ヴ

ェ
ン
ト
は
あ

っ
て
‥
ド
う

マ
は
見
う
ａ
ｔ
く
■

一
ｔ

こ
れ
ち
の
現
象
は
　
世
前

一
，

の
傾
「

●
皓
け
ｔ
ｔ
●
る
　
い
■
１

の
中
の
醒
め
た
日
が
，
で
を

こ
，
さ
せ
る
の
だ
ろ
う

来
年
■
月
　
私
は
久

ι
辰
う
に
集
団

Ｉ
直
接
――ｌ
ｏ
´
で
，
メ
ー
カ
公
言
で
が
う
イ
の
役
割
を
担
当

す
‘
　
お
行
銀

の
よ
い
並

の
旅
行

に
は
し
な

い
う
も
，
だ
　
多
少

へ
，
を
し
て
ｔ
　
笑
わ
れ
て
も

■
■
■
■

れ
ば
＝
誉
――
‘
意
味
が
な

い
　
〓
，
―

コ
ー
ク
●
〓
　
集
団
だ
■
で
六
峙
間
の

マ
ラ
ツ
ン

●
●
■
―
―
な
ど
も
や
る
　
●
日
の
伝
続
な
ど

に
格
着
●
ず
　
ヽ
人
の
つ
も
，
ｒ
　
全
で
に
崚
椅

，
　
・
■
●
ｔ

一

木

　

　

稔

住^
山
“
）

目

次

０

，
‥

●
暉
●

特
彙

′
塵
麟
含

ｍ
口
Ｈ
の
ｔ
期
満
ヽ
会
を
迎

●
‘
■
表
ｔ
今
後

の
製
望

卜
野

又
　
小
■
，
工
＝
　
●
幣

Ｌ
　
長
に
　
よ

籠
口
回
口
拿
定
畑
調
彙
会
に
書
せ
て

各
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

対

晨

観
業

人

―

栞

”

轟
代
”
秦
甲
ロ

Ш
中
ヽ
情
報

＾
〓
●
●
〉
　
　
　
　
　
出
中
に
ズ

第
五
回
↑
円
小
中

７
■
帯
曲

コ

ン
ク
ー
″
”
報
告

牧
本
典
摯

日
本
書
秦
彙
団
定
口
議
彙
全
報
告

節
ヽ
回
定
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
野
　
晃

第
”
口
ｔ
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
官
多
■
■

■
●
子
の
三
味
“
み
で
あ
る
日
●

野
＝
■
●
■

．小
き
な
空
田

大
き
な
出
会
い
●　
　
　
　
　
■
崚
哲
子

は
，
Ｉ
ん
ル

●
ヽ
■
楽
Ｌ
団
の
１
〓
活
動
記
鉢

――
本
■
楽
無
団
０
今
腱

の
予
定

■
本
ど
■
集
ロ

メ
ン
■
―
表

お
「
ヽ
せ
　
編
集
性
記
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フF    '

:,野

＾
一，
全
）

「
・』■腰
‐

■

一
一
”

‥
で
は
キ
楽
系
の
作
山
な
は
平
楽
器
だ
け

を
用
■
て
伴
る
の
が
ｔ
き
た
，
ぜ
し
た
が

８
■
の
朱
祥
を
使

一
た
制
作
ｔ
・
一う
も
の

に
内
●
期
待
を
持

´
て

い
〓
ｔ
た
　
　
足

た

●
■
れ
た

、
邦
榮
１
人
の
会
一
ぜ
ζ
そ

，
い
っ
た
こ
‥
が
行
わ
れ
　
史

〓
大
〓
な

観
薇
の
，
本
古
来
＾
川
が
生
れ
た
の
イ
ン

ョ
ッ
タ
を
受
け
た
訳
で
す

●

に
第
一
回
●

発
表
さ
れ
た

一
３
ホ
楽
き
の
た
め
の
前
奏

画
〓
三
本
な
件
曲
）
が
素
哺
‘
ι
か

っ
た

の
で
　
是
非
こ
う

い
ｏ
た
運
動
が
青

一
て

行

っ
て
構
ｔ

い
と
ｔ
，
期
待
を
こ
い
て
評

治

せ

た

訳
ぜ

十

長

尾

　

［
■

――
■

●
＝

「
“

　

■

，
＾

〓

‘
，

，
の

は

　

い
ら

●
´
ｔ
ｉ

彙

●
■

●

会

●
■

”
●

も

口
摯

●
●

〓

・
■

　

一
´

■
　

そ

の
時

ァ

‘
〓

●
〓
・

を

‘

〓

■
場

〓
　

＝
本

来

器

●
荒

，

ヽ
●

　

・
●

，

一

本

〓

ん

の
標

詰

め

１

，
な

ら

”

●
さ

込
ム
　

以

餞

そ

の

こ
‥

●
拘

・
“

●

■
今

τ

‘
嬌

ａ
動

●
て

¨
‘
わ

●
〓

す

、
ｔ

‘

だ

ん
〓

・

に

つ
づ

く
初

期

”
作

品

軒

●
は

，
本

米

器

を
積

鏃

的

●
か

い
た

■

の

た

０

ι

，
奥
■

一
表

現

つ
た

０
，

，
　

膨

の
う

●
ｔ
〓
′

，
出
来
●
メ

一
ｒ
ｔ
ｔ
ｌ
４

●

●
〓
●
４
え
“

五^
賞
〉
〓

い
う
，
”

●
Ｉ
〓
〓
西

一
た
時
期
‘
あ
●
　

●
わ
〓

●
　
）
■
動

●
〓
あ
る

一
，
こ
　
４

＾
■
ト

一
■
代
〉

●
い
お
■
‘
〓
の
が
ｔ
‘
―
―

●
■
ヽ
　
■

●
ぜ

●
ま
す

「
■
¨
■
●
１

）
‐１，
■
全
館
〓
初
面
●
●

■

一
一
十
■

＾
●
″
一
‥
〓
●
■

●
¨
・
　
つ

”
Ｆ
＝
〓

一
ｔ

・
思

●
１
＋

つ
１
，
デ
ヽ

‘
〓
●
〓
・
じ
楽
符
つ
春
，
１

・
巨
人

一

の
楽
こ
の
詈
〓
を
■
べ
‘
ら
‘

●

一く
ろ

“
●
〓
・
ｔ
今
聴
で
を
，
Ｉ
●
‥
■
う
ち

長宮小上

一 夫
tt康 江晃

, |
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，
，
と
で
　
そ
＾
タ
ー
一側
●
３
●
●
な

●

１

一
う
の
が
今

の
状
態
‘
オ
　
そ
の
■
，

に
ι
”
燎
●
ス
の
進
国
が
あ

一
た
，
　
い

く

つ
か
の
節
＝
や
Ｌ
史
を

＾
て
ネ
た
　
ｔ

か
し
最
初
の
精
神
は
全
部
死
ん
ｒ

●
●
お

●
‘
な
く
　
大
切
４
部
分
は
■
さ
残

●
て

い
‘
だ
ろ
う
ｔ
思

い
ま
す

上
野
　
今
の
業
に
さ
ん
の
訴
は
人
分
の
ヽ

”
〓
こ
あ
ま
‘
米
て
ｔ
〓

っ
た
の
‘
す
が

●
●
　
ヽ
１

る

●

，

，

◆

一”
　
一一
　
一
●
　
，
　
日
■
¨
′
●
′

〓
ホ
さ
ん
の

一古
代
”
ｍ
に
よ
る
＾

●
―
ズ
ヽ
せ
か
授
洪
さ
ん
の

一
■
の

ヽ

い
て
非
常
に
川
術
の
も
て
●
団
体

来
た
ｔ

い
う
印
象
を
‘
ち
，
ｔ
た

Ｒ
を
遺
ざ
る
頃
ま
で
の
間
●
ち

一
っ

し
た
〓
せ
は
　
私
の
現
代
邦
彙

に
対

期
待
が
　
そ
の
ま
ま
応
援
団
的
な
聴

周
年

　^
九
ス
四
年
）
に
近

い
頃

●

ま
す
１
　
本
当

に
，
分
が
心
か
ら
感

ろ
青
楽

●
渇
，
会
え
る
よ
う
に
な

０

ｔ
怒
し
た
こ
ｔ
ｒ
オ
　
個
々
の
濱
“

輪
＝

●
Ｔ
，
の
で
は
な
く
　
そ
の
よ

私
の
聴
‥
方
の
上
で

の
節
３
を
感
せ

，
‥
十

晏
几
　
〓
０
は
ヽ

●
ｔ
，
‘
通
，
た
と
世

●
ま
す
　
隆
付
‥
●
う
言
葉
の

一
、
ァ
ン

ス
が
多
分
Ｌ
什
で
は
な
く
自
分
は
自
分
ぞ

や

っ
て
い
る
ん
だ
と
一
本
さ
ん
は
思

っ
て

い
る
と
思
う
　
■
本
さ
人
の
作
曲
Ｌ
対
す

る
理
念
が
変
ゎ

●
て
く
●
〓
業
国
の
理
念

も
交
わ

一
て
く
る
１
い
う
面
″
あ
，
ま
し

た
ね
上
野
　
一一
卜
さ
ん
と
長
沢
さ
れ
を
は
作
颯

が
，
●
イ
違
う
沢
な
ん
だ
け
れ
ど
　
長
に

さ
ん
が
荊
，
ら
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
い
る

集
Ｍ
は
，
ン
サ
ン
プ

ル
で
は
〓
く
プ
リ
ス

テ
レ
だ
ｔ

●
，
ｔ
ｔ
　
ス
タ
イ
ル
の
遺

゛

も
あ
る
け
れ
ど
　
と

っ
ち
か
と
百
え
ば
長

沢
さ
ん
の
方
は
ア
ン
サ

レ
ブ

ル
で
あ
り

，
本
さ
ん
の
方
は
プ
リ

ス
テ
ン
的
な
曲
ｒ

多
か
う
た
よ
，
に
思
う
Ａ
で
す
け
れ
〓

■
屋
　
だ
ス
だ
ん
Ｆ
本
‘
ん
の
影
響
〓
〓

，
も
の
が
後
退
し
て
行

●
て
長
沢
さ
ん
の

ま
し
て
強
て
は
主
張
ｔ
な

い
け
れ
と
長
て

保

う
と

い
う
形
の
影
響
力
が
生
き
て
く
る

そ
ん
な
段
階
で
１
め
多
く
の
人
物

′
リ
ス

ト
メ
や
め
て
，
さ
ま
す
よ

つ
　
こ
れ
に
は

ｔ
ｔ
く
な

。
た
ｔ
か
Ｌ
ろ
Ａ
な
燿
山
が
あ

る
ん
だ
け
れ
ど
　
そ
う
す
る
と
さ

０
き
の

一荒
々
ι
さ
一
●
，
他
の
部
分

↑
〓
●
，
変
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メ
独
ャ
一‥
〓
戌
●
●

１
，
■
●
力
■
人
ダ

■
１

一
■
　
‘
〓
‥
●
■
１
●
，
，

ス
■

ン
ｒ

　

■
―
‥
ｉ

〓
脇
１１
　
一
Ｉ
Ｉ

Ｌ

¨
＾
，
，
，
´
●
ｒ
●
■
´
一
■
日
，
〓
一
　
４

´
●
‘
　
〓
４
‘
●
，
，
，
，
●
〓
■

プ
，
ズ
，
，
”
ｋ
ｌ

●
た
，

´
，

，
，

″

■
，
‘
エ
イ
　
Ｌ
●

´

一
一
，
十
，
プ

”

”

一
■
‥
１
■
■
，
一
´
　́
い
●
■

ｉ
ｔ
ｌ

ｌ
ヤ
‘
ヽ
，
●
〓

，
■
■
台
“
〓
は
人
，

■
，
〓
■

●
ま
す
　
＾

●
，

レ
●
演
＾
会

を
や

一
ｔ
時
”
晨
初
の
推
計

●
‘
　
絆
●

が
，
，
ス
ト
で
あ
ら
，
■
■
，
〓
ｔ
〓
■
，

●
〓
せ
た

■^
　
富
Ｐ
氏
は
　
九
Ｌ
　
■

の
，
本
ｉ
ｔ
装
Ｈ
じ
　
次
海
外
´
＝

●
同

●
】
上
野
　
●
＝
卜
山
〓
せ

い
う

彙̈
″
遺
当

，
，
ヽ
●
″
一̈
ヽ
，
　
お
ヽ
一
　
，
―
，
゛
，
一、
¨
¨

‘
■
贅
〓
出
Ｆ

●
あ
ι
肝

――――
女
″
何
、
か

ｏ
‘
〓
て
●
■
――
を
書
‥
あ
る
●
〓
減
“

を
端
持
せ
て
一●
ｔ
〓
ｔ
の
長

●
面
‥
患
Ｌ

ｎ
ｔ
ｒ
あ
る

●
思

●
〓
■
が

小
富
　
良

い
ｍ

●
〓

一
た

，
何
´
ｔ
，
え

る

●
　
●
た
〓
‘
育

´
て
，
た
■
動
イ
■

よ
０
　
肝
出
〓
肝
●
〓
，
１
濱
奏
し
な
メ

ー

●
イ
う
●
桜
〓
関
係
”
札
什
■
ｍ
〓
ｒ

い
た
‥

●
，
〓
‥
Ｌ
●
■
く
ｔ
う
な
〓
‥

だ
を
思

い
●
・オ

　
一
イ
ナ
ス
南
ｔ

う̈
の

は
　
Ｈ
触
●
れ
た
●
け
仲
詢
■
だ
０
”
ｔ

う̈
場
合
‘
あ

一
て
　
そ
う
■
―
■
向
〓

●
〓
ｔ
，

っ
た
０
で
あ
４
１
●

一
′
ナ
ス

面
は
，
■
４

¨
”
ｆ
十
が
‥
　
し
〓
ぁ
と

う

●
う
，

，
ス
山
が
あ

●
た
か
を
■
，
〓

ｔ
ｒ
，
　
ヽ
―
う
〓
　
＾
”
■
山
■
メ
ー

●
ぞ
れ
の
個
Ｆ
を
ヽ

●
〓
薇
ｔ
で
■

一
た

ｔ
程
の
フ
，
ス
テ
レ
か
し
，
，
‥
■
，
１１１１

題
，
そ
の
辺
が
ヽ
ま
で
”
＾
あ

＾
て
ウ
う

ス
■
４

´
た
せ
ぜ

い
ま
，
　
口
‥
●
一
ｔ

一
ヽ一

一　
　
　
　
●
一
　
　
　
一
　
一
●
　
　
　
　
一　
　
　
一

一　
　
　
　
　
　
一　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

一
一　
　
　
　
´
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一

´
　

一

　

　

，
¨

　

一

一

一

一

一

一
一

一

‥

　

　

‘

　

　

　

　

●

●

●

‐―

　

●

ヽ

一Ｆ

　

´
●
　

　

一

●
，
一一
卍

，
　
　
１
１

　

　

●
，
■
　
●
〓

　
　
一

〓
●
■
‘
一
　
　
一
　
　

　

ｏ
「

´
●

´

〓
通
〓
‘
■
円
を
型
ｔ
´
●
■
汁
Ｆ
Ｆ

ま
す

●
１
＋
　
，
，
　
■
六
』
ｋ
●
，

，
ル
●
ィ
′
―
　
‘
ィ

●
　

や
ウ
ィ

ン
，
ク
　
′
ル
ト
／

●
，
　
デ
ー
●
　
●

●
―
プ
　
■
■
卜
●
〓
メ
あ
ｏ
ま
ｔ
ｔ

〓
，
ｔ
て
牛
＝
つ
面
´
■
■
に
多
彩
な

■
ダ
あ

一
た
て
　
〓
０
●
つ
れ
て
共
同

‥
■
の
ア
レ
■
ン
タ

ル
”
粕
Ｌ
力
も
高
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上
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＋
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２
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■
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一
●
せ
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１
本
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，
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●
ｉ
古
彙
を
聴

い
た
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■

●

´
　

‘

一
た
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整
々
を
え
る
〓
第

■
■
●
１
　
１
■
の
山
　
デ

＾
¨
´
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Ｉ
　

■
■
●
●
十
‘
ｔ
絆

●
●
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”
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●
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，
¨
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■
ｋ
■
さ
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■
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〓
●
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゛
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卜
佐
＾
・
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一
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一
・

長
島

　
●
〓
‘
●
‘

、
ｌ
ｔ
●
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・
ｆ
ｔ

去
贅
卜
に
１
‘
　
嘘
●
”
は
，

●

一て
―

つ
仕
一
　

■
古
典
を

＾
●
‘
初
●

い
，
●

イ
‥
漸
＾
‥
‘
●
て

・
●
―
や
ｏ
方
〓
た

で
す
　
日
本
書
■
彙
＝
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の
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ス
　
畦
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さ
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メ
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分
頑
颯
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て
い
ま
十
，
１

上
野
　
今
の
ア
ン
サ
ン
ア

ル
形
態
は
本
当

に
定
着
し
た
０
の
な
の
●
　
め
＾
●
は
ｔ

一
を
他
の
も
の
が
加
お

っ
て
し
ら
ん
‘
〓

●

上

野

　

＝

■

―

〓

，

■

　

一
　

ｉ

一

一

一

‘
●
●
■

一
■

　

■

一
ｉ

　

●

!lili:;lill::Iii:::i,0な ,i llを の を
F鱗 曇ヤ立11:
:馨 ::::i‖ キギ1自 倉:阜 i:!i::
'え
ら
'V 

● 卿 今 な アi“ を の
`1刊fメ ,‐ い 0.Iし (人 ´ 的 か ,1で い の

]i::::  11:t.=lttt藝
‐ ■ , ■ |=■ |´ ` ,11='1 ,|''う t

●

!,1本 で|'■ ,1手 1彗 |?野 |'れ
栞 で ど う 要 れ 二 日

‐ |   , ■       t  i `  1  1  1 1: ,2 、́ 1
,    1 = ' ′ 1  ■ ■ | ■ | | |

1
.:==1 l  ti tた | `リ

|,i'1■ |´ ,'●            k            ■  ●  |  11   1  1  1   , |
_  ‐   = | : 11 1  :  ● 1■ |
, 1: =

良

い
も
の
な
の
，
ι

●
う
点
な
ん
で
す
が

長
屋
　
邦
束
器
を

「
う
の
は
■
際

い
る
ん

な
国
の
膨
蓼
を
■
，
て
い
‘
―
が
　

い
る

ん
な
時
代
の
来
場
が
あ
‘
せ
，
　
決
し
て

季
　
尺
八
　
Ｉ
味
線
だ
け
て
は
な
く
　
多

報
な
も
の
だ
と
Ｕ
Ｏ
ま
す
　
，
色
の
点
ぜ

面
白
か

ｏ
た
の
は
　
其
体
的
な
十
出
て

い

，
ｔ
，
本
さ
ん
の

一
古
代
舞
由

●
よ
る
パ

ラ
フ
レ
ー
ズ
一
ｔ
”
　
安
逮
元
彦
ざ
ス
の

〓
す
　
こ
れ
か
，
の
楽
番
日
成
は
　
い
わ

０
‘
近
世
”
楽

に
限
〓
す
に
，
本
の
来
な

ｔ
せ
て
ネ
■

●
幅
広
く
薔
〓
ら
れ
る
は
，

が
良

●
を
思
い
ま
す
ね

上
野
　
酬
弓
の
場
合
ｒ
ｔ
中
国
の
ア

ル
′

―
●

相
）
，
テ
韓
日
”
ベ
イ
タ

“

£^
琴
一

な
ど
，

べ
＾
‘
‥
た
は
う
が
■
色
‥
０
か

ヽ

ま

↓

小
菫
　
特

に
作
栞
の
楽
器
が
客
演
を
燎
ま

な

い
と
だ
め
と
言
う
の
は
曖
を
な
気
が
し

に
な
う
輌
ｔ
出
来
る
ｔ
思

い
，
オ
　
ｔ
ｔ

か
く
合
賽
と
し
て
の
“
〓
様
バ
が
変
わ

０

て
き
た
　
薇
し
て
演
姜
が

ス
●
―
卜

に
な

０
攻
撃
的
な
曲
が
少
な
く
な
，
〓
し
た
ね

最
尽
　
最
初
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
〓

っ
と
何

か
の
形
で
反
映
し
て
積
し
い
と
言
う
こ
と

は
あ
り
，
オ
わ

上
”
　
製
代
郷
攣
て
″
楽
の
面
が
　
書
こ

れ
て
い
る
ｔ
言
わ
れ
て

０
ま
す
が
　
も
し

そ
れ
を
１
本
音
楽
集
円
の
製
崚
ｔ
機
能
ｆ

取
，
ｄ
ん
で
０
く
と
●
れ
ば
　
ど
ん
な
形

が
理
趣
な
ん
で
し
，
う
ｂ
　
独
嘔
ｔ
か
合

唱
‥
か
で
は
な
く
　
伝
綻
的
な
発
声
に
関

わ
‘
”
楽
を
取
，
入
れ
て
い
く
ｔ
い
う
の

は
人
交
燿
し
Ｌ
し
　
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
今

ま
で
倅
澪
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が

■
尾
　
”
え
ば
長
唄
の
発
声
に
よ
る
ボ
ー

カ
，
―
ズ
と
か
ド
，
の
メ
あ

っ
て
‘
良
い

‥
思
●
〓
す
　
た
だ
楽
器
だ
せ
今
〓
ｒ
全

然
や
っ
た
０
と
の
な
い
弾
ぎ
方
を
し
て
も

一κ
●
戻
れ
ま
す
が
　
声
は
最
れ
て
し
ま
う

こ
と
す
あ
る
の
で
怖

い
と
思
い
ま
す
　
剛

束
の
発
声
に
近
付

一
で
い
っ
て
よ
●
の
イ

は
な
い
が
　
そ
の
方
が
む
ι
ス
や
，
易

い

と
思

い
ま
，

■
Ｅ
　
そ
う
て
，
ａ
　
ｔ

一
―
絆
楽
の
人

が
李
加
し
て
　
は

一
さ
，
し
た
日
本
語
‘

ｔ
ｉ
‘
歌
を
作

ぅ
で
貫

い
た

０
と
思

い
〓

一―
´̈ 亀 寺 議 女 i彙 弯 弩

" 
そ 卜 う こ た と

し ど れ の t it,の
た ち は 警  t t人
人 ら ― 成 t大 た・
が ,つ 0'の 体 例 た

`そ
の 少 辺 祥

`作う 古 方 な 0楽 ● 島

lil,I:頻 :
本 楽 思 夕 い に

'|優娑,I tt t半 1
苦 楽 す I・ 力 て よ ●

ロ

`

ｔ
ｔ
て
‘
第
二
日
僣
の

、
下
り
■
・
●
ｔ

で
も
が
な
，
き
ち
Ａ
と
済
奏
ｔ
で
い
た
ｔ

思

い
〓
す
が
　
全
体
の
イ
デ
オ

●
ギ
ー
が

ｎ
ホ
楽
器
の
新
し
い
表
現
ｔ
い
う
も
の
■

向

い
て
い
て
　
何
せ
な
く
古
集
ι
新
し
く

な

。
て
行
く
Ｌ
い
う
画
が
あ

う
た

、
１
人

の
全
・
は
構
成
メ
ン
パ
ー
の
年
齢
を
か
も

あ

っ
て
　
古
典
ｔ

い
う
も
の
が
あ
‘
梓
質

９
に
つ
０
て
か
ら
古
典
の
検
奏
ｉ
ｔ
し
て

や

っ
て
，

〓
う
か
な
と
Ｕ

●
た
位
の
人
が

現
代
詢
を
や

っ
て

い
て
　
内
方
に
引
き
ず

；
れ
て
の
緊
頭
み
た
０
な
も
の
が

、
１
人

の
会
一
を
作

ぅ
で
，

っ
た
と
言
え
〓
す

■
本
音
楽
集
日
で
も
措
ど
の
人
が
さ
ち
ス

ｔ
古
奥
の
勉
強
を
し
て
き
て
　
中

に
は
古

奥
の
名
人
そ

「お
薇
●
よ
う
な
人
が
創
立

”
ち
居
る
と
い
，
こ
ｔ
‘
あ

っ
た
０
れ
〓

全
体
の
イ
ア
オ
●
ギ
ー
が
ま
め
　
つ
の
方

向

＾
　

患
く
言
え
ば
展
ｔ
ｔ
た
し
　
れ
れ

に
の

一
て
古
只
〓
”
検
討
し
よ
う
ｔ

●
う

何
メ
し
か
の
意
盤
″
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
心

の
中
に
あ

っ
た
〓
思

い
ま
す
　
後

に
そ
の

方
向
を
や
め
て
古
興
に
帰

う
■
■

一
た
人

も

い
ま
す
０
れ
ど
　
あ
る
時
期
ま
で
は
こ

れ
て
新
Ｌ

い
時
代
が
米
る
ん
だ
と

い
う
■

運
が
あ
０
ま
し
た
　
そ
う

い
う
霧
＝
気
の

プ

ｏ
／
ラ
ム
の
，―，
ｒ
は
　
古
興
が
■
●
済

癸
で
も
Ｈ
立
た
な
か

０
た
を
思

い
，
す

”

〓
同
＝
の

『
下
，
畿
一
は
富
＝
締
八
劇

横

―――
勝
也
の
適
■

●
よ
‘
即
婁
綺
な
て
し

た
が
　
“
ｍ
●
Ａ
と

い
う
人
は
園
向
イ
ホ

曲
を
巌
会
す
る
〓
と
は
”
常

に
聡
し

い
人

で
ア
メ
リ
カ
で
本
ｎ
の
全
薬

●
●
―
ド
が

あ

っ
た
，
す
る
人
　
二
人
‥
ｔ
古
典

●
■

１
で
，
■
，
徹
‘
な
態
度
を
嬌

っ
て
い
る

人
‘
す
　
■
に
Ｒ
八
‘
い
う
の
は
【
■
●

楽
颯
な
演
秦
ｔ
ｔ
や
十

い
て
す
ι
　
古
婁



●

長
ら
　
〓
ね
ι
委
“
の
方
向
が
ギ
楽
系
件

曲
家

に
服
―
れ
て
い
る
傾
向
ｒ
あ
‘
　
肇

か
杵
岸
Ｆ
邦
さ
ん
の
曲
が
何
嗅
が
績
奏
さ

れ
て
い
‘
す
が
　
邦
楽
系
の
中

に
も
委
Ｌ

し
て
み
た

０
■
山
な
が
何
人
が

０
ま
す

”
え
ば

，―，
“
博
之
さ
ん
‥
”
―
　
そ
う
オ

る
こ
ｔ
‘
無
日
の
演
奏
の
方
向

に
　
つ
の

変
革
を
，
ｉ
得
る
か
も
ｔ
れ
な

い
せ
思

い

ま
す
　
そ
れ
，
１
集
団
‘

●
八
千
代
“
子

や

、越
複
”
′
一
の
饉
由
が
あ
０
ま
す
が

数
多
く
あ
る
邦
棄
山
の
中
か
，
建
方
的
な

メ

ｏ
デ
イ
ー
を
デ
ー

や
に
し
た
パ
ラ
フ
レ

ー
ズ
ｔ
●
変
奏
曲
と
す
　
例
え
ば

一尾
上

の
松
・
の
前
手
事
の

，
囃
線
の
議
だ
け
を

デ
ー

ヤ
に
し
た
変
“
師
を
■
く
の
な
人
が

は
　
と
て
，
面
白

い
ん
じ
ゃ
あ
な

０
，
‥

野
々
思

い
ま
す

上
野
　
作
由
〓
に
■
喘
す
‘
熙
　
い
る
０

ろ
注
文
を
つ
け
て
猥
む
ほ
う
が
〓

い
ｔ

庁
か
●
も
う
少
ｔ
邦
楽
ス
の
作
詢
ｔ
ｒ
洋

楽
的
欧
姜
を
持

っ
た
人

に
委
‘
オ
ペ
，
ｆ

状
な

い
か
と
思

い
ま
す
　
中
＝
さ
ん
な
ど

は
本
■
ド
而
０

一
”
も
ｔ
れ
な

い
　
声
の

方

に
も
遺
計
の
あ
る
人
ｒ
す
か
ら

■
島

　

一
Ｌ
線
な
ん
，
ｒ
ｔ
新
し
い
，
さ

方
は
　
杯
■
‘
●
れ
じ
　
古
共
的
な

（
ジ

キ
を
指
定
す
‘
絆
中
家
‘

い
て
浪

い
―
恩

●
ま
す

上
”
　
”
楽
場
ｔ

い
う
の
は
本
質
的
に
ア

ン
サ
ン
ブ

″
ξ
言
う
機
能
に
は
向

い
で
な

い
榮
器
の
よ
う
に
対
う
ん
ざ
す
が
　
そ
れ

を
ア
ン
サ
ン
ブ

″
ｔ
し
て
迪
究
す
‘
訳
だ

か
う
、
群
・
に
な

っ
た
，
　
‥
き
に
は
、個
ヽ

〓
哄

一
た
，
　
西
者
を
往
預
十
‘
来
タ
ー

●

代
‥
両
方

に
通
し
る
人
情
ｒ
ｉ

け
な
い
―
思
う
ん
ざ
す
　
現
代
¨

う
の
は
　
満
奏
す
る
側
”
●
■

え
ば
三
蛛
機
の
古
興
の
技
ま
な
一

苺
良
て
鳴
る
技
術

一
て
い
う

し
´
■
年
来
て
い
る
わ
”
ｒ
■

興
の
相
当
澤
竜
出
来
‘
人
メ
■
一

小
富
　
私
ζ
同
じ
で
す
　
再
演
に
な
れ
ば

な
●
●
〓

一
＾
ッ
●
と
す
る
よ
う
な
新
鮮

な
演
奏
が
あ

い
て
欲
Ｌ

い
ｔ
　
そ
れ
が
作

曲
京
を
側
漱
す
る
０

一
か
け
に
な
る
よ
う

に
し
て
行

か
な
●
●
ぼ
●
〓
な

０
１
思

●

ま
す
　
全
体
的
●
お
と
な
し
く
な

っ
た

ｔ

ｉ

，
の
は
　
新
し
い
と
の
素
材
を
擦

っ
た

円
の
濱
ヽ

●
反
映
さ
れ
＋
か

，
″
　
●
〓
よ
，
ｔ

●
１
朗

て
０
く
だ
ろ
う
ｔ
Ｕ

い
ま
す

中
で
も

一
諄
楽
な
が
編
癸
―――
ネ
る
さ

い
，

こ
‥
で
す
　
●
本
キ
楽
ヽ
間
の
中

●
も
そ

う

０
，
例
議
何
人
か
め
ら
わ
ｒ
‘
す
　
聰

Ｌ
ｔ
´
て

い
●
●
■

●

上
野
　
さ

´
き
，
〓
請
し
て
０
‘

‘
う

●

■
＾
●
方
法
■
あ

っ
て
来
た
よ
う
に
思
う

●
‘
十
″
　
作
山
　
作
品
の
方
は
そ
れ
●

，
■
，
２
〓
■
わ

´
て

０
な

い
よ
う
な
気

●Ｉ
ｔ
‘
ん
ｆ
十

長
島
　
最
近
の
新
ｔ
●
，
｛
〓
鴨

一
で

一

‘
　
　
”
臓
が
少
な
い
よ
う
な
さ
し
が
し

れ て ¬ ス 上 も t聰 工 r■
た 生 古 同 に ,れ て l言
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演奏会に寄せて

●
‘
え
ば
最
近
い
ｏ
，
，
　
●
′
，
―
―
‘
〓
　
摯
朝
　
彙
嬌

●
‘
が
薇
■
●
■
〓
●
エ
レ
メ
´
―
●
‘
●
イ
あ
●
‘
，
　
あ
●

た
０
　
１
●
と

、
■
●
吉
４
・
■
●
ヽ
ヽ
，
て
，
　
ｔ
，
ヽ
し
イ

０
し
い
　
色
〓
，
で
●
●
て
０

●
い
　
０
手
し
て
　
●
ネ
，
●

●
●
，

摯
夕
脩
姜

一
●
０
‘
言
う
回
菫
０
■
″
●
●
●
絆
，
，
ヽ
人
‘

一　
“

一
ｔ

く
輌
●
し
て
ｔ
ｌ
て
ヽ
，
〓
，
　
３

一
回
，
●
０
ぁ
●
一
一●
〓
〓

ｔ
●
今

，
ｔ
い
●
ネ
ル
´
―
●
栞
え
て

一一
二

世
史
ヽ
つ
●
い

て
ヽ
‘
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
１

●
，
　
，
３
圭
，

日
本
の
薔
０
い
●
ｔ
ｈ
●
う
と
■
■
●
■
，
大
，
■
●
■
，
′
●

■
″
■
わ
●
ｈ
●

一
０
●
〓
‘
　
今
を
菫
●
■
■
●
●
奎
■
●
４

ｒ
て
燎
ｔ
●
林
〓
０
２
●
０
´
´
う

一
Ｏ
Ｃ
〓
●
●
，
　
下
，
掟

●
ｔ
ｔ
●
し
た
い
‘
，
一
‘
す
　
●
●
´
ｔ
，
●
●
一
，
す

●
●
●

贅
薔
燎
お

お
０
て
と
，
こ
‘
０
，
，
　
，
■
´
‘
〓
，
，
■
■
，
●
■
■
，

〓
　
一
一　
　
―
”
作
●
‘
■
‘
一
‘
言
発
●
　
‥
，
，
，
”
て
い

“
饉
■
定
●
　
ｌ
ｍ
＾
　
，
４
●
●
●
ィ
■
，

″
　
，
が

一
０
，

ス
ー
招
■
　
，
●
〓
凛
■
，
■

＾
´
〓
一●
〓
●
＾
＾
′
一

●
‘
●
●
，
　
池
田
桂
子

第
棗
器
●
ら
何
て
‘
　
０
，
■
●
〓

一
′
〓
　
“
‘
●
■
ヽ
　
●

一
日
本
■
表
■
８
一
●
〓
■
、
１
●
●
′
〓
´
●
　
〓

一
０
　
‘
●

，

．
手
し
●
・
ｔ
，
■
●
含
‘
´
，
一
　
●
　
●
■
一
●
一
一　
●

回
え
●
０
，
，
′
，
“
，
　
●
●
■
●
〓
●

‘
‘
´
ｔ
，
■
，
●

■
一
，

地
●
■

一
“

訃
●
●
々
，
ｔ
，
ｔ
●
，
，
■
　
一
●
■
●
●
●
■
●
●
■
●
●
，

本
書
■
彙
■
●
■
〓
●
●
´
●
●
´
一
　
　
●
〓

一
０
ま
‘
〓
，

●
●
●
ｔ
■

一
，
●
　
´
，
，
一
●
‘
●
‘
●
一
●
●
●
イ
■

掟
ｔ
，
，
■
●
＾
●
〓
■
●
〓
‘
■
，
●
ィ
、
‥
　
一

●
●
　
●
一　
　
一　
　
丼
軍
社

，
本
〓
，
実
日
●
■
■
■
●
´
■
　
，
，
，
民
”
，
，
ま
，

０
●
一‘
一
，
＾
‘
■
●
―
●
，
一
●
，
，
●
一
●
●
　
ス
，
０
■
あ

る
こ
と
と
お
●
●
●
―
工
〓
，
，
　
コ
■
■
■
●
凛
，
，
　
コ
、

力
０
０
と
，
よ
，
■
●
，
Ｌ
，
■
，
●
，
●
０
し
，
”
，
，

，
‘
●
●
●
　
石
“

一
落

ヽ
て
，
ん
　
本
当
●
一
―
イ
ｔ
，
＾
“
“
‘
●
●
●
‘
い
，
●
ｔ

，
あ
る
０
て
っ
か
０
■
●
●

一
●
●
■
　
〓
ｈ
，
，
●
■
■
●
■

を
‘
●
●
Ｔ
，
い
■
は

，
●
●
‘
●
　
マ
ｔ
，
，
，
′
集
日
の
‘

，
●
，
０
人
勒
●
３
一
●
，
，
ｔ
，
●
●
と
　
　
ｋ
栞
●
０
わ
，

，
●
●
　
，
■
■
晨

〓
ネ
０
●
人
と
０
本
書
●
■
３

●
．■
●
●
，
　
夕
一
■
ゎ
●
鷹

●
■
　
て
，
●
十
年
以
上
に
，
‘
　
１
０
「
０
た
０
●
な
い
「
＝

ｉ
‘
な
発
ヽ
　
コ
０
内
、
て
０
大
‘
”
●
，
，
●
●
慮
，
表
し
た

●
　
´
，
，
■
，
●

一
■
●
●
●
●
●
０
ぁ
●
て
く
●
●
い

●
●
ヽ
●

大
３
澪

●
“
口
“
，
文
“
メ
■
会
お
り
て
と
，
●
‘
●
‘
，
　
苺
回
の
“

力
的
●
プ
０
グ
，
ｉ
′
夕
●
　
大
‘
●
菫
●
０
“
団
■
●
て
●
の

豪
ｔ
，
‘
凍
事
螢
で
す
　
”
し
０
，
本
の
青
棗
０
，
■
の
ぁ
　
と

，
で
●
●
，
マ
●
燎
け
て
下
‘
い
，
，
‘
，
お
凛
い
豫
●
，
，

，
セ
●
●
●
■
，

■
■
悌
手

お
０
て
と
，
〓
ぎ
い
０
，
　
一
〇
０
口
０
た
「
　
〓
●
の
■
外
公

瑣
々
含
め
て
の
生
氣
あ
ヽ
ｈ
●
コ
い
括
●
●
豪
意
ｔ
壺
し
，
す

一
九
六
国
年
０
●

一
●
た
湖
０
ァ
ｏ
の
何
人
●
■
０
若
い
，
■
を

，
な
が
ら
　
養
●
４
人
な
会
■
■
■
の
“
気
●
■
臓
●
，
す

０
●
，
●

●
翅
“
“

●
●
で
こ
う
０
ょ
い
，
，
　
■
団
‘
ｍ
豪
，
人
０
，
●
　
Ｅ
内
に

０
●
‘
κ
力
外
で
０
‘
案
を
■
■
括
●
，
く
，
ひ
ろ
げ
κ
余
〓
―

た
　

ヽ
の
躍
お
互
い
に
手
し
ぃ
，
特
で
　
日
本
の
■
豪
々
ょ
，
，

く
の
人
々
の
ｔ
の
に
な
る
，
０
「
■
，
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０
，
，

●
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●
＾
●
●
　
北
底
，
一山

“
事
で
患
“
で
，
，
　
電
κ
＋
ｔ
，
ｔ
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一
回
貪
豪
会
，
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●
た
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●
ネ
拿
＋
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斎
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〓
＋
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口
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て
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０
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０
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Ｏ
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０
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０
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Ｏ
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０
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０
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●
ｔ
，
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‘
，
　
イ
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口
味
で
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願
”
口
，
た
０
て
，
た
日
蒸
●
姜
●
菌
０
■
●
　
，
ヽ
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間
燿

ｔ
ね
え
て
い
ヽ
０
，
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ｔ
，
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●
ｔ
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■
た
ら
ｔ
と

●
て
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合
■
の
意
味
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彬
●
●
い
Ｌ
す
軒
●
‘
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●
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●
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０
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●
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●
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●
●
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●
一
●
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０
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に
，
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０
て
て
，
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●
‘
，
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万
口
て
い

一
八

郎
「
“
ヽ
合
口
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洟
０
，
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一
建

一
回
　
賽
■
●
，
ぃ
■
と
●
て

，
て
０
●
颯
ｒ
ｔ
●
て
ぃ
●
，
　
●
Ｏ
Ａ
‘
Ｌ
奎
い
の
持
マ
●
●

●
口
，
菫
々
食
晨
‘
＾
●
●
■
●
，
ら
わ
新
●
し
て
お
，
Ｉ
す

ヽ
■
，
，
，
●
●
●
●
●
　
●
〓
●
●

■
央
，
日
本
，
Ａ
＾
仁
“
●
，
サ
０
っ
，
、
今
日
●
●
コ
葉
”
■

■
会
‘
迎
え
ら
れ
，
〓
と
を
０
，
●
●
祝
●
●
０
上
げ
‘
す

‘
‘
〓
ち
と
，
豪
０
，
■
を
”
■
〓
４
に
お
，
か
え
が
ヽ
な
日
本

人
の
■
え
方
を

一
回

一
回
０
定
湖
薇
●
会
０
●
で
甥
薔
●
そ
の
事

”
●
宗
，
ｈ
て
い
，
“
●
ｔ
量
意
，
最
―
―
，
　
４
螢
‘
‘
日
本

の
‘
セ
‘
●
え
彗
オ
●
内
ｔ
し
て
世
ｉ
ｔ
ｔ
●
て
大
い
ｔ
ｎ
ば
た

０
て
く
“
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
●
，
ヽ
４
，
■
，
●
〓
　
工
〓
●
■
０

■
●
る
●
３
‘
　
新
た
●
●

一
夕
に
乾
杯
″

●
●
，
　
〓
核
〓
菫

多
く
０
嵐
薇
を
０
，
超
え
日
本
の
■
代
■
０
■
遣
●
艘
果
，
琴
げ

て
い
●
日
本
〓
晏
彙
ヨ
ｔ
徹
憲
●
表
し
　
，
■
●
翻
，
　
■
豪
の

両
口
に
わ
た
，
　
■
■
●
あ
，
　
“
兼
●
支
綸
‘
●
‘
よ
い
●
さ

，
０
て
下
さ
●
よ
う
舟
●
し
て
●
〓
●

■
●
●
●

役
●
ホ
え

螢
０
伝
摯
‘
規
代
■
　
”
奈
●
ど
，
広
げ
書
て
ヽ
か
　
■
し
て
氣

造
●
口
φ
〓
セ
面
の
真
栞
　
口
‘
，
‘
毎
回
●
に
残
●
企
画
　
茨

■
　
●
７
●
０
大
，
な
コ
鳳
，
■
，
●
　

一
，

一
，
日
，
●
●
て

い
‘
●
，

お
祝
い
と
と
０
●
　
初
、
‘
〓
●

一
歩
を

，
■
”
●
〓
　
佳
●
克
硼

“

一
〇
０
回
“
ｔ
預
奏
奎
　
餞
●
お
０
で
‘
う
こ
ざ
い
，
，
　
一

０
●

一
〇
０
口
‘
ｔ
●
て
‘
　
　
一の
“
み
●
●
０
　
大
変
″
勁
「

●
‘
●
―
●
，
　
日
本
書
棗
癸
凛
０
た
め
●
　
●
一
〇
０
コ
に
向

，
一
て
新
遺
し
て
，
κ
こ
と
，
０
口
し
て
お
，
，
，

ヽ
■
■
■
，
　
■
●
●
中
山

●
後
的
な
方
々
の
■
，
で
　
袴
日
，
‘
先
，
‘
が
秦
し
，
れ
，
０

た
が
　
つ
い
●
定
鳳
公
”
百
口
０
会
，
嗜
，
建
て
ら
ｈ
，
し
た

０
豪
‘
■
，
●
が
数
の
０
，
‘
¨
か
ら
お
掟
い
●
し
上
ｒ
●
す

，
●
●
●
●
”
●
日
本
●
董
●
栞
●
●
●
を
稼
■
―
て
下
●
い

●
●
，
■
ｔ
ｉ
●
，

芝
“
“

●
蒸
●
●
●
●
青
彙
麟
燿
‘
●
棗
鰊
事
φ
■
，
に
　
，
●
た
く
覇

ｏ
い
に
続
●
裔
ュ
し
つ
っ
あ
る
０
蒸
吉
〓
贅
同
●
０
憲
ｔ
豪
し
，

，
　
，
た
　
●
一
ロ
ロ
‘
“
天
口
回
た
Ｏ
Ｌ
　
わ
０
‘
●
０

．
メ

，
フ
，
―
一
，
■
●
し
て
¨
●
ｏ
■
〓
‘
●
■
翻
中
上
げ
〓
す

●
●
●

薇
口
「
●

¨
口
“
，
演
晏
奎
　
ｔ
‘
，
お
夕
い
●
し
上
，
す
　
ョ
●
■
‘
〓

■
●
●
の

一
●
で
，
　
旧
●
■
表
０
世
早
０
●
●
●
●
イ
　
，
あ

摯
自
あ
０
●
い
■
●
口
０
み
て
痣
期
公
■
ｔ
¨
画
‘
燎
●
た
０
●

工
に
●
●
て
，
　
■
■
，
，
十
五
●
日
　
私
０
メ
ン
バ
ー
と
し
て

，
枷
さ
せ
て
０
，
●
■
●
，
　
今
●
”
，
●
ぉ
‘
●
イ
い
，
す

燎
″
‘
，
な
い
●
コ
０
港
●
０
コ
い
●
●
　
●
―
で
０
私
の
書
楽

晨
０
●
で
い
●
“
ん
子
●
て
■
●
て
い
た
情
に
ｅ
ス
く
０
，
〓
せ

ん
　
琉
”
●
●
●
，
〓
●
８
■
て
来
■
で
し
，
う
　
で
，
　
“
回

た
琳
を
目
さ
し
て
　
，
●
‐
，
な
第
４
薔
の
ア
ル
サ
ン
ブ
ル
を
兒

蔵
し
て
，
●
て
下
さ
い
　
て
し
て
　
お
い
　
●
●
い
■
車
を
＝
●

て
い
０
て
下
０
い
　
わ
め
て
と
う
●
‘
い
，
す

一●
●
■
●
●

彰
■
“
和

回
事
１
０
，
基
え
て
，
●
―
で
“
、
■
の
■
ｔ
Ｏ
ら
い
て
，
●
ｈ

●
●
●
●
●
”
‘
‘
樹
‘
良
わ
０
●
す
　
●
五
か
ら
●
●
一
て
，

一■
え
０
，
●
で
あ
●
て
下
さ
い
　
■
集
ι
´
０
，
あ
●
方

姜
島

●
遭
■
●
●
く
　
日
已
杏
定
の
■
気
●
●
●
一
」
「
「
」
店
”
“

ロ
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百
回
―
の
，
翔
■
■
，
　
●
か
，
お
■
σ
●
■
●
，
す
　
蒸
来
●

そ
●
ヤ
●
●
嫁
姜
栞
苺
で
あ
ヽ
日
本
の
楽
“
ｔ
，
０
イ
大
会
●
，

‘
‘
●
う
状
´
●
　
６
０
●
●
豪
の
，
ｔ
性
を
表
ｔ
●
絆
し
，
●

た
▲
，
こ
に
史
上
割
日
，
＾
‘
出
栞
●
で
あ
●
た
‘
ｔ
い
■
，

●
“
●

日
中
“
丼

〓
Ｏ
ｔ
，
●
‘
薇
嗜
す
＾
●
霙
薇
で
し
‘
，
●
′
　
苺
●
４
■
僣

を
豪
″
が
ヽ
‘
ｒ
ｔ
瑯
壕
界
の
理
代
■
，
―
ド
〓
●
た
ら
彙
を
ロ

え
‘
，
　
一
望
【
φ
方
●
〓
●
　
当
初
が
ら
腱
建

●
〓
‘
‘
ｔ
，
“

あ
凛
か
，
た
事
を
光
榮
■
●
し
て
お
，
，
す

０
■
■
，
　
●
■
■

積
晏
腰

一
■
“
　
た
だ
■
，
で
す
　
０
あ
て
と
，
■
●
●
‘
，

苦
し
か
ｏ
●
て
し
，
，
　
僣
ん
だ
〓
‘
て
し
‘
，
　
０
，
ｔ
　
”

口
穂
彙
ｔ
筒
●
〓
し
た
　
農
，
，
次
●
と
０
，
，
■
，
く
●
‘
●

書
に
，
●
テ
●
ア
，
，
―
〓
し
て
く
■
，
い
　
０
●
―
て
，
，

ι
〓
”
●
‘
●
ユ
　
亭
象
勢
タ

ｇ
立
〓
＋
〓
ヰ
●
し
て
，

一
〇
０
画
０
定
観
■
，
会
‘
●
′
一
”

，
■
ル
ギ
ー
‘
，
６
カ
ヽ
政
輪
で
す
‥
“
●
活
が
せ
ヽ
■
看
か
０

●
　
と
　
前
途
あ
０
人
遺
か
集
，
　
生
‘
　
そ
―
て
■
，
‘
‘
ヽ

０
●
く
　
０
つ
五
●
水
の
議
‘
●
グ
ル
ー
プ
■
０
●
て
ヽ
●
●

〓
，
〓
●

＋
島
“
手

惧
た
ち
■
■
０
豪
〓
　
日
本
の
伝
載
奎
■
　
●
‘
●
，
ｔ
●
え
，

や
癸
明
ｔ
日
会
，
，
ι
　
ヤ
し
て
，
あ
色
遺
　
■
■
■
，
，
大
●

く
‘
一
，
い
く
，
と
　
こ
０
こ
と
，
く
日
〓
０
次
代
０
●
棗
●
‘

０
て
●
●
大
０
な
●
‘
‘
〓
え
て
い
‘
，
　
掟
　
●
●
回
″

●
●
●

●

■

●
彙

ビ
本
″
　
日
睾
書
４
集
回
　
●
ｔ
薪
０
い
■
■
ヽ
の
●
■
●
■
―

同
聰
代
入
‘
し
て
い
”
，
を
●
―
　
文
　
鍮
腑
●
●
●
●
‘
ヽ
φ

”
力
に
対
し
　
０
か
ら
０
コ
意
と
　
，
●
ネ
栞
＾
●
“
●
ｔ
ｔ
０

て
お
，
，
遺
，
■
す
　
ｏ
ｌ
●
●
て

一Ｆ
”
，
●
●

底
「
口
，

，
回
オ
苅
オ
ン
，
卜
，
　
負
口
φ
●
〓
〓
で
の
黎
■
●
　
日
か
●

た
“
“
の
＾
イ
タ
リ
，
●
に
，
そ
痺
「
”
が
あ
，
Ｉ
し
た
　
０
”

，
■
　
麟
“
●
●
　
百
花
斉
【

首
花
●
■
あ
今
日
で
す
　
‘
〓

で
０
今

一
つ
　
次
●
●
●
回
ヽ
あ
捕
略

ヒ^
●
夕
）
〓
‘
，
‘

■
■
●
●
●
　
”
聘
●
●

壼
〓
●
■
●
び
，
し
て
，
Ｘ
■
●
●
●
口
の
，
み
０
　
日
本
　
●

■
　
童
■
＾
の
，
，
１
，
‘
●
た
■
■
な
”
験
で
あ
，
た
　
理
ｔ

●
青
肇
セ
考
え
０
憲
摯
て
豊
調
の
遺
し
た
０
●
●
栞
●
大
‘
●

■
●
技
，
凛
Ｆ
　
ｅ
ｔ
●
批
絆
‘
●
０
　
■
麟
，
饉
め
た
０

「
●
●
●
■
●
●
●
●
　
宰
”
葵
ロ

お
め
て
と
う
●
●

い
■
，
　
■
■
●
０

一
〇
０
■
て
●
●
く
　
■

，
と
‘
●

●
●

一
〇
０
回
だ
と
い
，
●
ｔ
●
拍
手
■
卜
‘
，
１
，

■
口
０
社
●
●
　
伝
厳
‘
■
代
が
■
鳳
し
て
●
‘
こ
の
国
て
　
七

Ｌ
と
褒
代
，
■
●
合
わ
●
●
範
で
，
０
だ
〓
●
●
，
す

●
●
■
　

ヽ
し

た

０
さ

●

●
■
，

ｕ
家
小
〓
始

■
●
十
月
十
一
日
の
定
●
●
コ
て
■

一
〇
０
●
ｔ
ｔ
ｔ
迎
え
●
●

●
‘
の
〓
‘
　
摯
●
■
，
‘
‘
　
一
〓
１
０
お
■
び
，
●
●
述
＾

‘
せ
て
頂
Ｋ
　
●
ち
人
　
ｔ
ｈ
て
　
す
０
の
”
，
　
，
ヌ
●
●
く

Ｏ
ａ
ｔ
歓
‘
●
●
い
　
夕
な
る
一
〇
Ｏ
Ｃ
●
向
一
ヽ
こ
，
一
，
ス

，
１
１
，
切
ｔ
“
●
て
●
〓
，
，
　
　
　
●
●
●
，
，
　
矢
“
澤
文

〓
■
て
、
い
０
に
，
０
短
下
崚
，
晰
●
行
●
●
●
が
あ
，
餃
い
“

豪
て
麟
機
●
て
０
●
●
‘
‘
慟
し
，
０
た
　
０
と
ｏ
に
一
〇
０
回

‘
い
い
，
■
，

一
回
●
●
め
会
０
蔵
，
ユ
●
ｔ
燿
，
時
す
●
い
●

だ
と
晨
″
下
が
，
，
す
　
〓
す
′
ヽ
発
晨
０
て
，
●
●
　
あ
め
て

て
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
■
，
　
山
内
〓
嗅
■

，
東
鬱
入
以
来
百
年
余
，
　
斎
‘
ｔ
ｈ
ら
，
■
■
嗅
収
し
て
，
●

々
ｒ
●
，
ヽ
―
●
″
来
た
　
０
こ
ｔ
濾
“
力
輌
　
☆
色
や
■
■
の

ケ
元
ｔ
趣
え
た
‘
〓
ち
で
０
し
い
日
本
の
■
●
球
●
霙
嗅
●
マ
“

●
‘
て
‘
ｔ
い
　
“
は
日
本
●
壼
亀
口
φ
猪
島
に
■
●
●
て
い
ヽ

０
●
●
●
●
●
　
山
田
”
諄

＋
●
人
が
大
＋
入
金
　
菫
■
か
百
画
と
●
”
一　
颯
”
み
た
０
に
し

薇
Ｏ
ｉ
空
〓
く
‘
え
て
行
‘
そ
う
な
，
日
　
″
，
ど
旧
い
ｎ
●
名

，
，
ハ
Ｒ
て
ゆ
く
の
が
，
０
い
　
■
回
を
薔
台
０
若
人
■
の
建
え

●
‘
，
ル
イ
ｌ
ｔ
「
●
●
〓
，
　
■
８
，
κ
“
●
″
　
お
め
て
‘

，
　
　
　
　
　
　
　
　
●

●
〓
■
〓

，
■
８
一
■
口
長
●
，

●

一
〇
０
ロ
セ
念
定
翻
●
め
て
と
う
●
ィ
い
，
，
　
喜
豪
”
蜀
”

，
■
時
０
口
い
０
し
，
ｔ
出
検
し
ヽ
●
●
０
い
●
〓
●
１
，
　
流

に
″
つ
か
０
く
０
し
て
い
１
，
　
査
ヽ
φ
充
実
０
た
ｏ
ン
サ
ー
ヽ

一
，
，
用
０
し
て
い
１
，
　
，
ん
ば
れ
″
К
ヽ
”
●
●

”
＊
”
ロ

，
■
回
佗
ｔ
●
ン
，
１
１
お
日
お
攻
う
●
ざ
い
〓
す
　
氣
■
を
と

せ
て
　
，
０
レ
，
イ
ア
と
し
ヽ
■
口
，
集
０
た
翰
「
ヽ
■
ｔ
失
〓

‘
●
の
で
，
　
‘
，
ィ
，
螢
０
そ
０
責
任
の
■
●
●
●
党
０
●
つ

っ
　
多
く
０
「
綺
ｔ
荀
■
●
て
顧
薇
，
ｔ
■
●
い

ス
＾
〓
〓
一
崚
■
，
ｔ

Ｏ
わ
０
，
ｔ
，
日
，
ｔ
つ
つ
‘
●
　
日
本
書
豪
■
日
あ
会
，
　
ス

テ
ー
′
●
●
廊
‘
好
感
が
‘
た
れ
，
す
　
■

一
〇
０
回
に
，
掟
商

凛
■
奮
，
で
　
，
‘
　
が
ん
ば
０
て
，
，
０
あ
て
，
　
邦
条
０
増

栞
ｔ
●
●
つ
て
●
ヽ
な
０
日
拓
あ
道
ｔ
　
熟
く
０
０
し
，
，

，
●
●
☆
，

■
月
二
兒

＾
ア

イ

，

，

オ

■

一

３

一
〇
０
厠
定
”
お
０
て
と
，
●
ぎ
●
‘
す
　
０
本
●
薔
奎
●
■

●
●
，
■
据
え
て
　
く
れ
々
‘
遇
的
な
た
■
４
〓
”
０
会
＾
●

■
日
●
０
こ
つ
と
”
”
●
薔
●
て
い
０
●
ヽ
■
０
●
■
●
ヽ
●
●

■
，
薇
●
●
，
　
●
五
″
ら
０
菫
●
■
豪
●
て
下
，
い

●
●
，
　
電
島
●
ス
●

一
〇
０
回
ｔ
，
■
■
会
　
●
れ
，
て
の
活
Ｄ
●
　
な
０
●
■
●
■

●
‘
餃
「
ｔ
来
た
０
た
●
０
■
，
０
　
日
本
■
４
の
新
●
¨
３
■

大
仕
●
が
■
励
φ
”
力
●
よ
，
て
　
，
蒸
　
海
外
●
‘
‘
〓

一

●
イ
〓
●
＾
こ
と
が
Ｅ
‘
々
過
，
趙
し
て
霧
０
■
呼
，

■
●
●

３
，
公

●

一
〇
０
ロ
セ
念
定
観
凍
嚢
会
お
め
て
そ
う
●
ぎ
●
―
，
　
■
３

０
な
●
０
●
燒
晨
を
お
浙
，
■
０
上
げ
‘
す

●
■
■
■
●
“
●
●

●
●
■

一

■

一
〇
０
回
た
瀾
■
，
全
お
日
●
と
，
●
ざ
い
‘
，
　

一ｈ
Ａ
●

，
あ
燎
い
嬌
●
セ
凛
●
て
，
●
●
●
こ
と
●
彎
憲
●
ま
し
，
■

〓
●
か
ら
０
■
代
”
凛
０
■
■
校
と
し
て
　
よ
，
■
０
■
い
■
”

に
，
う
て
発
豪
〓
れ
ヽ
〓
‘
，
　
０
よ
，
■
，
し
，
，

●
●
●
　
藪
”
貪
多
旬

い
つ
の
“
代
■
●
　
新
し
い
０
集
ｔ
現
代
，
●
未
，
●
向
●
て
実

●
，
●
●
‘
“
　
■
●
工
●
＾
連
薇
で
す
″
　

一
つ
０
な
交
ｔ
，

０
と
い
う
０
‘
て
は
大
〓
に
意
な
の
あ
る
０
で
す
　
●
蜀
０
エ
ネ

ル
ギ
ー
，
お
負
●
て
　
，
●
か
ら
‘
薇
〓
う
て
下
さ
い

０
，
●
■

ｔ
ｒ
●

ｔ
ｔ
演
●
●
お
０
て
‘
う
●
ざ
い
，
，
　
た
”
０
′
，
１
１
０
●

●
●
●
ヽ
φ
檜
ｈ
と
不
安
と
■
０
●
美
に
，
●
●
，
日
●
が
た
ヽ

，
の
よ
う
●
思
い
●
●
れ
，
す
　
●
す
〓
す
の
●
発
〓
を
嶼
い

●
●
で
■
国
の
■
豪
″
‘
世
ｉ
ｔ
●
か
，
●
を
廟
待
い
た
０
●
，

＋
ヽ
彗
Ｉ
●
，

奮
拿
●
予

お
０
‘
‘
，
〓
ざ
い
，
，
　
■
日
‘
い
え
０
大
贅
“
回
”
で
，

０
か
ら
積
●
●
お
く
，
，
す
　
先
０
　
麻

一
口
発
表
０
当
時
の
，

，
，
フ
〓
奥
が
口
ｔ
触
●
　
撼
●
０
と
し
，
て
し
た
　

■

か
ら

‘
●
●
栓
い
●
４
，
■
，
　
回
畿
“
録
を
，
“
ｔ
”
け
て
下
●
い

ズ
＾
，
■
，

構
日
☆

〓

　

´
　

‘

，

ロ

8

′

ヽ



観世栄夫‐ 武谷二男

反
核

平
和
の
た
め
|こ

`ま:

十

一
´
´
　
¨
一
一　

一

■
世
　
ヽ
―
‘
●
■
■
長
　
Ｔ
色

●
〓
〓

せ
を
´

´
ｔ
，
■
●
‘
■
●
〓
　
〓
〓
ト

■

ヽ
●
●
■
〓
■
●

　́
‥

●
　
●
■

一
´

錢
術

■
工
″
た

０
●
〓
　
´
―
■

´
´
´

´
る
●
●
　
〓

，
‘
■

●
面
　
〓
〓
●
■

の
憲
見
な
０
■
さ
●
方
向

●
●
う
の
を
出

す
よ
う
な
〓
せ
を
や

っ
て
い
か
な
さ
●
い

●
〓
●
ん
し
，
４
●
か
ｔ

●
，
ん
ｆ
　
ｔ

何
年
”
「

，
―
遅
●
Ｉ
〓
な
が
―
〓
り
会

を
Ｌ
つ
た
ん
ｒ
十
　
〓
，
イ
ｔ
ｉ
‘
好
請

ｒ
し
て
―
―
　
今
年
は
　
同
廿
で
十
す

や

´
〓
ゆ
て
中
‘
色

々
〓
〓
ｔ
を
，
■
‘

て
は
な

い
が
　
だ
か
〓
　
本
当
は
戦
争
反

対
と
か
植
兵
‘
礎
絶
等
と
言
う
Ｏ
ｔ
人
事

だ
０
と

　

一う
い
う
間
０
も
切
実
で
は
な

い
か
と
…
…

贅
各
　
え
え
　
そ
の
ｔ
お
０
で
す
　
な
が

五
年
程
前
に

一■
サ
大
手
言
〓
カ
ッ
パ
ブ

ッ
ク
ス
）
な
ん
で
名
前
の
本
を
育
さ
ま
し

て
　
こ
れ
が
今
の
■
話
し
に
お
答
，
ぜ
―

‘
と
思

●
〓
す
　
０
ま
，
　
桜
戦
争
に
な

れ
ば
人
鎮
の
罐
滅
は
ほ
せ
ん
〓
治
明
の
こ

ｔ
ｔ

い
う
の
は
皆
さ
ん

一
く
お
わ
か
０
に

な

っ
て
い
る
こ
と
イ
■
が
　
職
争
で
な
く

て
ｔ
　
今
■
の
も
の
オ

０
い
力
を
‘
つ
科

■
技
術
を
奮
ｔ
う
●
の
た
め
に
，

い
た
０

枚
題
●
使
う
を
　
今
度
は
　
準
に
て
は
な

く
ι
ス
ト
，
ｔ
人
錮
の
絶
減
の
方
向

へ
向

|.rl'′を使うなら本 |=不ヤ十llに使ってほ

・
■

・
´
お
０
ま
す

〓
●
‘
　
こ
の
公

ｆ
，
こ
，
う
〓
″
‘
‘

薇

世

　

‥

●
　

　

一
一
一●

一

．
専

●

・
　

一
●

一
ｔ
´

１

　

〓
ｉ
ｔ
蚊
ｉ
”
‐―‐
ｒ
ト

●
ヽ
一
“
●
■

一
●
■
■
を
，
喘
■
●
”

〓

〓
・■
″
■
ヽ
■
―
‥
‥
，
●

¨
■

●
，
　
ヽ

１
　
，

　

〓
　

一
「
■
●
１
１
●
ユ
え

´
―
１
１
　
　
〓
一
″
　
　
¨
一
´
、
■
―
一
一
ペ

●
‥

●
　
崚
　
´
　

ｉ
ｌ
　
は
〓
〓
じ

，
■

¨
■
■
■
■
，
〓

●
〓

●
―
　
，
ｔ

ｉ
ヽ
十

ｔ
●
〓
●
ｔ
■
■
の
亡
■
●
ｆ
´

―
‘

●
●
●
よ

，
■
唯
〓
■
〓
　
秩
■
●

〓
‘
横
”
れ

●
し

ｏ
，
ハ
　
て
●
，

す

〓
れ
，
，
二
＝
＝
●
や
，
ｉ

ヽ
た
一
■
鮮
ヽ

も
や
な
，
椴
，
め
■
ｒ
●
織
せ
た
平
清
経

を
■
●
●
■
■
の
や
，
‥
―
メ
出
´
さ
せ

十
　
今
回
”

●
隅
＝
川
●
〓
●
”
戦
争
と

″
”
わ
０
の
あ
る
鑢
●
で
は
あ
Ｏ
ｉ
せ
ん

コ
　
人
間
の
■
＝
●
、
当

●
吐
訴
イ
う
● 武谷 二男 氏

の
は
色
ん
な
障
害
の
な
い
時
ι
ゃ
な

い
ｔ

ｒ
ぎ
な

い
ｔ

ｔ
２

一ｔ
‘
―
１
　
１
め

で
す
か
ら
〓
，

い
う
意
Ｌ
て
反
餃
　
反
殺

に
近

い
題
材
を
選
ス
で
き
た

０
も
，
で
十

■
言
の
方
は
　
第

一
回
に

、
宗
綸
Ｌ
と
）

を
や
０
ま
せ
て
　
〓
れ
を
や

っ
た
―
　
原

水
飛
‥
ｍ
小
協
ｔ
も
め
て
０
●
の
を
皮
肉

っ
て
や

っ
て

い
る
ん
ｒ
ｔ
か

っ
て
言
あ
れ

ま
し
て
…
‥

　

ス^
）

鵞
，
　
そ
れ
は
お
も
し
ろ
Ｌ
　

（笑
）

■
せ
　
ば
く
建
ｔ
色
々
や

ｏ
で
い
る
わ
け

て
す
が
　

一
Ｆ
先
生
に
同
い
た

０
の
は

使
ら
は
翼
は
冷
房
　
冬
は
眠
際
　
必
要
も

な
Ｌ
の
に
表

に
出
れ
ば
す
ぐ
事
に
来

っ
た

，
■
行
機

に
乗

っ
た
，
ｔ
て
い
‘
　
明
泊

の
頃

に
消
費
し
て
い
た
手
ヽ
ル
ギ
ー
を

一

だ
と
オ
●
と
使
ち
は
千
倍
　
い
や

一
方
絡

く
ら
い
て
し
，
う
，
　
つ
ま
，
地
拿
上
の

モ
ホ
″
ギ
ー
が
有
限
て
　
地
球
の
命
メ
例

え
ば
後

一
方
年
，
の
も
の
だ
ｔ
キ
‘
‥

っ
て
ゆ
て
ｔ
　
籠
え
ば
今
お

０
し
●
０
た

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
間
“
て
も
　
手
ネ
ル
ギ
ー

が
な
く
な

う
て
し
ま
，
を
い
，
こ
と
も
‘

る
０
せ
な
が
‘
　
石
油
　
石
炭
を
オ
ン
パ

ン
も

し
ま
十
ｔ
空
気
中

の
二
隆
化
炭
十

炭^
薇
ガ
ス
）が
ふ
え
て
　
気
性
が
卜
る

は
し
０
平
均
し
て
上
る
ん
ｒ
な
く
て
ム
ラ

，
あ
‘
の
で
哭
状
気
無
が
起
―
や
す
く
な

０
　
晨
央
が
，
翠
を
■
●
る
　
そ
れ
‘

“
書
的
に
は
南
像
の
水
が
皆
溶
け
で
し
ま

ぅ
て
　
海
の
ホ
化
が
卜
，
　
東
京
み
た
●

ｔ
ｔ

ｔ
は
皆
ホ
浸
し
●
〓

ぅ
イ
し
，
う
ん

ｒ
す
０
そ
れ
か
ら
　
原
子
力
発
電
で
す
ね
　
今
、

Ｕ
本

に
は
三
卜
何
碁
‘
あ
る
ん
て
，
が

倒
え
ば
●
万
キ
ｏ
ワ
ッ
ト
の
免
竃
所
で
す

ι
　
燎
チ
炉
の
中
ｒ

一
●
に
広
■
棟
爆
を

回
発
も
爆
発
‘
せ
た
分
の
放
射
能
が
出
さ

つ
つ
め
，
　
―
ち
ら
ん
そ
の
中
で
減
る
の

も
あ
，
１
す
が
　
毒
任

が
つ
よ
く
長
び
く

っ
た
や
つ
の
後
地
末

の
方
法
ι
い
う
ｏ
と

メ
型
キ
て
は
軒
口
見
当
が

つ
い
て
い
な

い

も
う
　
０
は
　
●
が
‥
十
年
以
上
に
も
な

っ
て
古
く
な
る
―
そ
の
炉
は
も
う
使
え
‥

せ
ん
　
放
射
艦
が
強

い
礎
゛

〓
ど
う
す
る

，
ｔ

い
う
問
題
が
　
や

っ
と
研
究
さ
れ
晰

０
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
　
０
１
１
　
後
喘

本
の
こ
ｔ
を
，
お
う
え
な

い
イ
　
ぜ
ん
‘

ん
や

っ
て
●
‘
ｔ

い
う
●
‥
ｒ
オ
０
　
そ

れ
か
〓
　
原
子
炉
の
人
事
故
が
と
る
餞
率

を
　
以
一卿
　
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
ム
ッ
ヽ
シ

報
告
ば
１１
と
ん
ど
ィ

ｏ
‘
人
間
が
鵬
石
●

当
ら
饉
牢
て
～

●
〓
‘
ｔ
言

っ
て
卜
ま
し

た
　
ｔ
か
し
　
ス
リ
ー

ラ
イ

ル
島
や
チ
ェ

ル
′
ブ
イ
リ
で
の
■
枚
″
起

０
で
　
今
‘

は
世
界
中
τ
卜
年

に
　
Ｌ
の
割
合
の
可
能

こ
れ
で
は
あ
ｔ
千
年
――
‥
■
ｔ
ｔ
ｉ

●
”

■
,

BIC
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`れ
め  を 同 い 程 く ブ そ な が

:〕 あ:棄 そ,IFち 各β夕態|`[全 I
・ ス 循 Itで ,オ イ い し す に も 安 業 に  認 た
が 環 極 本 rh人 加 ,と 当 の だ 外 六 例 ⇒ と
,崩 が す が ■  燎 減

` `力 ',線
,の で

,れ で あ な ね  の な と 今 :ざ と は ロ フ い 帯

III`|‖ !lilii:::![|!|:::: [:|:|:il:il:
● て よ 鉄 [夕 近 す で ち

`駄
す ).や な い ,

:;[iltililF[:I:I〔 与:
，
〓
と
な
ん
で
す
よ
ね
　
だ
が
ヽ
　
い
く

ち
赤
字
●
な
ら
，
ｔ
何
だ
ろ
う
ｔ
国
鉄
の

よ
う
な
も
の
は
フ
ル
に
利
用
し
な
く
て
は

摯
特
林
を

０
，
の
は
峯
雨
“
，

●
の
で

一
悛
切

う
ち
，
，
を
卜

に
流
さ
れ
る
方
が

〓
い
う
こ
ｔ
メ
め
，
　
砂
浜
化
が
込
み
つ

つ
め
，
〓
す
　
そ
れ
と
　
海
つ
卜
″
油
‘

あ
染
さ
れ
ま
す
と
海
の
中
‘
〓
ん
ど
ん
炭

巌
が
ズ
を
吸

っ
て
腋
素
を
出
十
ア
，
レ
ク

ト
ン
が
死
え
て
ｔ
ｉ
う
の
で
す
　
そ
＾
イ

〓

ク

●
‘
の
‥
　
そ
の
ス
，
ィ

ル

●
●
業
法
が
イ
ざ
あ
が

っ
て
い
ら
”

そ
れ
を
は
十
せ
て
や
る
‥
　
能
し
■

■
●
ｉ
言
わ
れ
た
，
ｔ
＋
ろ
ｔ
　
そ

●

●
一
〓
今
‘
て
理
４
枚
一
ｔ
ｉ

¨

●
山
を
，
山
＋
‘
　
‥

，
ぃ
，
■
■

〓
色

●
〓

‘
で
新
た
●
仕
●
＝
■

●

‥

一
●
●
告
の
興
Ｌ
メ

●
‥
‥
＋
十

1■三型J三J¬ 観世栄未E著 11

新
し
い
日
本
語
の
音
楽

期
待
し
た
い

づ
く
,,

(こ

ロ

10

氏
谷
　
そ

，
で
す
ね
　
そ
れ
を
や
一

ｔ
●
ん
で
す
●

喉らはるtうことを自分たち・ lイ t,ル )|こか

―
サ

贅
谷
　
‥
〓
み
ｒ
　
ｔ
の
た
や
狂

倖
‥
●
う
の
は
ｌ
ｉ

字
で
´
‥
一
　

′
●
´
■
常
●
Ｌ
い
■
な

●
‘
■
●
　
ス
〓
■
●
，
■
せ
↓
青
豪

●

■
晰
を
ｆ
〓
ｔ

●
‘
＾
‘
＋
よ
　
定
し

”

，
●
■

●
●
う
の
は
‥
´
‥
●
〓
な
ん
だ

●
‥
　
足
社
■

一せ
０
艤
資
せ
て
，１‐―
よ
″

〓
４
●
”

¨
■
つ
図
Ｆ
　
ょ
う
し
て
あ
の

■
せ
を
，
・
一
ら
ん
な
●
な
‘
●
ヶ
　
〓

●

　́
●
　
Ｆ
”
■
を
見
●
〓
製
■
●
ん
や

一
●
〓

●
〓
鰈

●
´
●
●
イ
ｔ

・
　
Ｉ
ｔ

一
れ
〓
〓
〓
＋
ｒ
人
〓
ま
‘
〓
，

一
う
よ

″
●
　
〓
ｒ

一
ヽ

●
´
い
ｔ
ん
だ
ス
　
ち

，
■
●
■
■
綸
慨
ｔ
て

●
●
よ
う
●
〓
見

，
■
　
　
２
つ
型
　
と
う
■

一
■
●
■

一

■

〓
●
Ｔ

〓
■

●
ｔ
■

一
て
、
■
来
た

一
´
　
●
　
　
　
　
●

眼
世
　
ｒ

，
　
●
”
Ａ
■
●
●
〓
　
推
琶

一
‘
　

〓
ヨ
●
ホ
子
●
た
展
‘
セ
た
〓
う

〓
、
´
■
■

　

一
，
●
な

●
た
　
〓
い
れ

■
■
●
‘
わ
・
■

●
ら
来
生
世
の

一
，
こ

●
，
７
１

‘
無

●
´
い
た
人
で
は
な

¨
´

●
●
女

〓
〓
＾
チ
で
”
く
よ
う
●
〓

■
キ
ー
格
ｔ
■

●
■

一
て
ｉ
ｔ
４
し
，

一
１
■
１
■
●
，
■
‘
十

，
力
　
０
ま
●
プ

〓
，
　
「
■
，
島
一
●
　́
い
ｔ
ん
し
●
‘
●

一̈
一●

■
谷
　
一一
”
〓
う
で
す
”
　
な
る
こ
〓
Ｌ

■
■

●
■
〓

『
栞

●
汗
■
が
，
部
間
仲
ｔ

　́
●
〓
た
●
〓

●
　
だ
ケ
ー
●

●
動
Ｉ
Ｆ

●
●
■

●
´
■
■
力

一
ｔ
″
´
一
ヽ
●
〓

ゆ
〓
や
一
，
●
´
た
ｔ
や
●
合

０
せ
ｉ
●
状

０
●
■
‘
■

一
，

ｔ
，

´
フ
＾
‘
”
‥

ｔ
ｔ
眠
，
く
■
‘
Ａ
ｆ
イ
●
〓
　
●
輸
感

な

い
ｔ
　
　
味
機
は
■
＝
〓
”
，
エ
チ

が
あ

●
´
に
１
ば
槙
花
節
の
一
Ｌ
繰
〓
せ

で
，
表
情
０
か
‘
●
ｌ
　
ｆ
す
か
ら
，
本

ξ
来
集
出
は
色
々
新
ｔ

●
訳
＾
や

っ
て
ヽ

一
ｔ
，
‘
か
〓
　
〓
の
赳
　
言
葉
の
作
品

Ｉ

ｔ̈
の
よ
楽
も
含
●
で
も

一
ｔ
梢
都
ｔ
て

ｔ
ｔ

●
‘
す

０

■
世
　
〓
，
　
共
同
‥
，
ぐ
や
´
て
く
●

て
い
る
　
健
な
ん
´
　
〓
，
■
，
の
だ
‥

■
せ
イ
や
‘
ｔ
ｔ

´
ｔ
ｔ
い
い
と
思
う
も

の
も
あ
，
〓
十
よ
ｈ
　
そ
れ
か
ら
　
■
本

の
ξ
来
で
い
う
の
は
文
学
に
く

●
つ
い
て

い
‘
〓
楽
ｒ
ｔ
，
〓
　
人
間
の
い

●
合

一

で
相
手
―
の
調
和
を
の
中
‘
戌
，
●
ラ

で

い
て
　
ヨ
ー
●
，
パ
の
■
楽
■
比
べ
て
，

検
的
な
音
楽
て
●
う
の
か
な
　
だ
か
ら
そ

の
辺
が
ｔ

●
‥
色
ヽ
研
究
●
薇
‘
を
ね

＝
本
語
の
■
を
１■

ぅ
て

０
で
時

ｔ
ｔ

一
‥

ヽ
ｔ
ｔ
ら
で
な

０
て
い
て
ん
で
は
な

い
か

０
思
，
ス
で
す
〓
れ

ア■
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¬

＾
そ
の
２
〉
を
首

い
て
か
〓
■
，
■
″
堡

つ
た
　
そ
の
樹

●
行
わ
れ
た
多
く
の
憐
奏

会
，
ら
　
”
晨
づ
●
ｉ
ｎ
‘
ｔ
の
を
と

，

ク
ア
ッ
プ
し
て
み
た

い

な
千
　
年
輩
を
円
わ
イ
　
ブ

ロ
の
ミ

一

●
ン
サ
ー
ト
は
相
交
あ
〓
イ
盛
ん
だ
　
原

宿
ア
ロ
ス
タ
ジ
オ
や
メ

■
ン
，
■
シ
”
絶

最
近
良
く
■

●
す
‘
夕
尋

‘
ｔ
´
　

新
侑

の
モ
ー
ン
，
ル
ト
十

ｏ
ジ
が
あ
‘
　
お
，

，
く

一”
山
会

，
夕
子
キ
ー
■

●
ン
●
レ

キ
ー
ト
Ｌ
，
　
お
　
，
　
¨
）
が
人
付
け

役
ぜ
ら
，
ｔ
Ｅ
，
″
　
”
崎
「
ｉ
ｔ
平
Ｉ

健
よ

●
シ
ビ
●
〓
る

●
タ
チ
ャ
ー

●
，
サ

ー
ト

一
掟
代
の
弔
由
■
，
　

口
　
”
）
や

籠
本
鈴
慕
門
ド
機
製

●
〓
‘

一
え
，
こ

●

レ
′
―
ド
ヽ
い
　
ヽ
）
〓
〓
が
，
お
れ
る

●
，
Ｉ
■
一
´
‘

〓
力
〓
は
，
ン
一
―
ド
ツ
テ
ー
“
多
く

行

●
■
■
　
昨
年
，
■
●
１
●
渋
谷
ジ

ャ

レ
，

■
，
で
嘘
〓

¨
■

一野
燎
忠
，
ラ
イ

ブ
・
は
　
―
―
「
――
　
同
可
ｒ
●
国
市
，

所
の
ツ
，
―
を
ヽ
ｉ
ｔ
　
ｔ
の
　
―
せ
筆

●
〓
‘
新
た
■
虫
み
“
　
延
＾
一
万
人
の

聴
衆
に
　
会
の
あ
，
力
〓
■
●
―
め
古
奏

ス
タ
イ
ル
ｆ
破
資
を
投
ｌｒ
，
●
‘
ｔ
の

‘

〓
´
た
山
卒
苺
山
は
米
＝
し
た
，
―

”
　

＾
レ

ス
　
ペ

″
″
―

ピ^
ブ
，
オ
ン
）
‥
佑
嘉

工

●

ｔ^
ア
′
一
ｔ
ｒ
　
ノ

■
ズ
ラ
イ
ブ

一
，
ル
キ
ー
ア
ド
ヴ

ェ
レ
チ
ャ
ー
，
′
′
，

，
ｒ
ど
を
行

っ
た
　
二
人
の
オ
リ
ブ
ナ

ル

が
交
錯
す
る
中
‘
　
ジ

ャ
ズ
の
範
嗜
を
超

え
た
新
ｔ
●
山
が
な
，
て
■
み
出
さ
れ
た

リ
サ
イ
タ
″
〓
Ю
／
ｍ
）
を
す
‘

古
奥
の
会

の
山
数
は
人
体
‘
れ
も
一
山

‘
滞
ち
着

い
て
い
る
　
こ
こ
で
は
青
ホ
分

車
が
　
米
川
炊
子
　
西
潟
奥
バ
　
山
勢
「

都
′
　
丼
口
な
籠
　
友
滉
の
う
え
の
，
公

“
に
尺
人
の
助
演
を
し
て
活
躍
す
る
　
や

は
，
●
山
は
■
本
鈴
〓
と

い
う
〓
ｔ
か

こ
の
時
期
　
芸
術
肇
０
「
以
外
て
～
面

●
そ
う
な
会
が
数
多
く
あ
‘
　
■
，
ｆ
は

，
心
会
の

一膏
原
入
仁
義
尺
八
，
十
イ
タ

ル
・

ｍ^
／
１４
一　
止
派
の

．字
野
文
恵
や

リ
サ
イ
タ

″
一
な
〓
　
団
体
の
会
ぜ
は
何

ｔ
一一
●
‘
６

一
１
本
″
楽
集
Ｍ
第

一
●

回
記
全
■
期
Ｌ
“
′
“
）
が
日
立
つ
　
一椰

楽

‘
人
の
会
節
”
口
ｔ
獅
Ｌ
Ю
／
″
）
ｔ

め
る
　
●
本

の
■
代
邦
楽
を
支
え
て
●
る

，
安
な
グ

ル
ー
プ
が
　
”
苦
ｔ
ｔ
既
せ
ず

ｔ
て
　
同
時
期

に
記
念
オ
ペ
〓
会
を
に
十

こ
ｔ
ｒ
　
　
つ
の
区
切
，
を
迎
え
る
〓
ｔ

に
な

０
た
　
他
〓
ｔ

●富
無
合
々
周
廣
秦

会
）

ｍ^
●
“
）
が
あ
‘

一
つ
０
じ
る
こ
と
だ
が
　
ｍ
月
の
分
前

ト
レ
ー
ズ

ン
に
会
が
集

‐―，
オ
る
の
は
　
，

上

に
‥

´
て
も
　
聴
衆

●
‥

´
て
ζ
利
ュ

少
な

い
せ
Ｕ
う
　
節
　
　
会
が
あ
，
す
ぎ

て
Ｈ
■
た
な
く
な
ら
し
　
ヽ
き
に
，
て
方

ｔ
分
散
ｔ
で
１
ま
う
　
盛
，
Ｉ
が
ら
峙
馴

に
や
，
た

０
１
●
う
の
は
人
情
，
‘
し
れ

な

い
が
　
　
，
の
余
地
は
あ
る
と
思
，

話
題
性
を
言
え
ば
　
横
山
勝
Ｌ
　
餞
出

錦
史
が
十

ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
で
岩
壇
よ
之

指
警
　
メ
ル
ギ

ル
シ
文
書
余
間
を

．
′
ヴ

ヱ
ン
パ
ー
　
ス
テ

ン
プ
ス
・
ヤ
薇
奏
オ
‘



第
五
回
全
国
小
中
学
生
筆
曲
コ
ン
ク
ー
ル
の
報
告

宵
城
道
雄
ゆ
か
，
の
地
‘
め

ザ
の
生
産
量
が
全
国
の
ｔ

に
邦
楽
ξ
触
れ
め
，
棲
会
を
広
ィ
　
琴
古

冬
Ａ
術
を
向
―
さ
せ
る
こ
と
な
〓
）
＝
拘

一　　　
一
　
　
ヽ

，

ゆ

つ

‘
三
百
名
を
〓
え
る
参
加
者
が
あ

一
ｔ

特

に
本
ヽ
１
，
設
け
ら
れ
た
四
人
の
部
●

八
十

一名
‥
′
跛
の
た
め
前

日
●
ｒ
選
を

行

０
一
十
名
を
通
出
し
た
　
曲
＝
‘

、
人

段
の
コ
一
、
神
仙
調
舞
山
・
一毬

う
ヽ
「
Л

ｔ
幻
想
出
・
一索
し
，
れ
た
通
び
・
な
ど
多

７
校
Ｉ
技
　
中
学
校
八
餃
の
参
＝
が
あ

，

日
月
は

、う
０
し
い
ひ
を
ま

つ
０
」
夕
や

●
小
や
，
変
毒
歯
・
一十
六
の
女
■
・
．
●

ン
ド

″
は
飛
ん
で
ｌｉ
く
ヽ
な
ど
の
黎
ｔ
●

●
卜
●
●

つ
た
■
メ
望
ま
な
て
，
‘
〓

ｔ
を
ヽ
さ
せ
●
　
■
，
ｔ
ｔ
☆
■
ィ
は
次

●
■

●
〓
あ
‘

Ｅ
人
の
椰

，
学
生

一■
一ヽ
●
●
■
　
　
一
』
一
●
・

■
菌
■
¨

，
サ
ｋ
ｌｌ
■

中
学
生

Ｉ
く
、
０
　
一
■
六
■

積
立
寂
，
，

〓
一年
険

Ｏ
Ｈ
円
●

団
体
の
郎

小
学
生

最
優
秀
篠

＝^
ｒ
●
■
一

■
■
県
蓮
池
■
一７
崚
ラ
出
，
ラ
ブ

中
学
生

最
優
秀
省

一＝
「
■
■
´

●
り
■
，
■
中
■
Ｋ
予
出
乱

●

‘
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回

日
本

音

楽

集

団
定

期

演
奏

会

報

告

人

形

と
叡
”
季
器
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

長

沢

勝

懺

作

品

に
よ

る

９９

回

伊
福

部

昭
探

訪

の
旅

の
果

実

が

…

帝
１
０
０
日
を
，側
に
ｔ
た
，
月
の
定
期

は
　
中
＝
え
人
の
一供
の

●
ン
チ

ェ
ル
ト
・

伊
補
部
昭
の
郎
曲
、■
多

々
良
一　
池
辺
需

郎

の
，
］
”
向
う
側
ｒ
一
　
安
達

元
ぶ
め

、邦
来
■
の
た
め
の
シ
ャ
●
レ
ス
一

い
ず
れ
‘
初
演
て
は
な
く
　
し
ι
ス

す
で

に

一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
曲
ば
か

，
‘
手
堅
く
組
ん
だ
ア
●
グ
ラ
●
だ

っ
た

，
れ
だ

――
に
　
済
奏

に
算
き
が
見
ら
０
な

か

っ
た
場
合
の
印
象
は
止
直

い
´
て
３

●

哭
は
私
は
　
人
■
の
末
　
Ｐ
栖
部
＝
の

行
を
米
た
ｔ
て
き
た
ば
か
，
で
あ

一
た

そ
し
て
部
山

一螢
多
々
良
・
が
　
旅
け
篠

初
め
て
聰
て
世
補
部
昭
作
品
ｒ
あ

一
た
う

だ
が
　
，
薇
メ
ー
た
　
非
常

●
新
鮮

に
，

こ
え
た
０
と
に
鷲

い
た
も
の
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あ
‘

も
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一
■
多
々
良
一
は
　
〓
イ
　
働
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印
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を
選
け
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Ｌ
ξ
〓
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び
ち
，
さ

や
■
を
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一
て
い
て
担
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●
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よ
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つ
ｉ
Ｏ
　
催
“
来
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，
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脩
楽
で
あ
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こ
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〓
た
　
た

た
ヽ
　
と
名
■
け
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い
ｏ
よ
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●
　
件
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〓
独
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の
＾
そ
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反
抗
■
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に
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で

●
る
こ
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で
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＾
ひ
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‥
０
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迎
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の
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猾
■
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付
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‘
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う
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と
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お
Ｉ
　
ｍ
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″
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が
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い
印
象
を
生
ん
だ
ｔ
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取
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た
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０
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楽
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あ
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代
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が
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外
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あ
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Ａ
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０
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０
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＋
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ｔ
ｒ
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０
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０
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が
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結
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■
■
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〓

●
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■
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＋
ｋ
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０

一
一
〓
た
〓
イ

ル
”
●
１
　
■
”
の
，
レ
ポ

●
ク
ス
■
人
〓
ｒ
の
側
ｉ
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．
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Ｊ
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●
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サ
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＾
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